青森郷土芸能ねぶた囃子保存会会則

第一章　総　則

第1条（名    称）

当会は「青森郷土芸能ねぶた囃子保存会」と称する。

第２条（事務局）

　　　　　当会の統括本部事務局は会長宅におく。

　　　　　その他同支部事務局は支部長宅におく。

第３条（目　的）

当会は、ねぶた囃子保存と調査・研究、後継者育成及び伝統保存

につとめ、重要無形民俗文化財青森ねぶたの隆盛に寄与するとと

もに、社会福祉、及び学校教育へ貢献する。

現存する三団体の青森ねぶた囃子保存会の一団体として、正統なね

ぶた囃子を伝承することを目的とする。

第４条（事　業）

当会は前条の目的を達するため、以下の事業を行う。

　　　　　1　青森ねぶた囃子保存の為の、講習会・練習会の開催

2 学校教育、地域コミュニティーへの貢献

3 社会福祉施設、病院施設等へのボランティア活動

4 青森県観光事業に対する協力

5 その他全各号に付帯する一切の業務　

第二章　会員・会費

第５条（会　員）　

　本会会員は正統なねぶた囃子を伝承保存、後継者育成につとめるも

　のによって組織し、会に加入するには、当会所定の手続きによって

　加入申請をし役員会の承認をえて会員とする。

第6条（会　費）

　　　　　入会金は初年度のみ２，０００円、年会費は全員３，０００円とし

　　　　　中学生以下は免除とする。

　　　　　なお年会費は総会実施日より６月３０日までを期限として会計に

　　　　　納入するか、指定銀行へ振り込みにて納付する。

第７条（会員の権利）

　　　　　当会の会員は以下の権利を得る

　　　　　１　総会及び臨時総会に参加し、当会の決定事項において発言権、　　

　　　　　　　議決権をもつ。

　　　　　２　当会に蓄積された各種情報、技術、伝承保存された囃子の活用。

　　　　　３　当会主催の研修会、講習会、練習会、親睦会に参加できる。

　　　　　４　当会主催、会員主催の会員サービス、事業、企画へ参加できる。

第８条（会員の義務）

　　　　　当会の会員は以下の義務を負うこととする。

　　　　　１　本会則を遵守する。

　　　　　２　役員及び会員は会員内で交換された情報は発信者本人または、

　　　　　　　役員会の許可のない限り外部への転用、転載、複製、公開をし

　　　　　　　ない。尚、退会後も守秘義務を持つものとする。

　　　　　３　当会の目的及び事業に対し協力しなければならない。

　　　　　４　新規会員募集に協力する。

第９条（退　会）

　　　　　退会希望者は当会所定の退会届に必要事項を記入の上、会長あて

　　　　　提出すること。尚、既に納入された年会費は返戻しない。

第10条（会員資格の喪失）

　　　　　会員は以下に該当する場合は会員の資格を失い退会とする。

　　　　　会員の退会は役員会で了承された場合とする。

　　　　　１　国内法規および公序良俗に反する行為があった場合。

　　　　　２　会及び会員の利益、名誉を著しく損なう行為があった場合。

　　　　　３　２年以上に渡って会費の納付がなかった場合

　　　　　４　会則で定められた会員の義務が守られず、改善の意向が示され

　　　　　　　なかった場合。

　　　　　５　その他本会則に定めのない事項については、役員会において定

　　　　　　　めるものとする。

第三章　役　員

第11条（役　員）  

　　　　　当会は次の役員を置く

　会    長       １名、副 会 長       ２名、

　幹 事 長       １名、副幹事長　　 　２名

　事務局長       １名、事務局次長     ２名

　理    事     若干名、監    事       ２名

　会    計       １名、顧    問     若干名

第12条（役員の資格及び任免）

　　　　　１　役員は当会の会員又は役員として相応しい経験・能力を保持し

　　　　　　　た個人であることを要し総会又は臨時総会に於いて選任及び解

　　　　　　　任される。

　　　　　２　役員の選任の方法に関しては総会において決定する。

第13条（役員の任期）

　　　　　１　役員の任期は毎年４月１日から翌３月３１日までとし

　　　　　　　再任を妨げない。

　　　　　２　期の半ばに選任された役員の任期はその期の末までとする。

　　　　　３　役員は辞任した場合又は任期が終了した場合においても、後任

　　　　　　　者が就任するまで引き続きその職務を行わなければならない。

第14条（役員の職務）

　　　　　１　会長は、当会を代表し庶務を総理し、総会・役員会を招集し

　　　　　　　て当会の事業を統括する。

　　　　　２　副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行

　  する。

　　　　　３　幹事長は、当会の運営を統括し、会長及び副会長に事故あると

　  きはその職務を代行する。

　　　　　４　副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長に事故あるときはその職　

　　　　　　　務を代行する。

　　　　　５　事務局長は、当会の総務を統括する。

　　　　　６　事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故あるときは

　　　　　　　その職務を代行する。総会及び役員会の議事録作成を遂行する。

　　　　　７　理事は、理事会を構成し所務の執行を決定する。

　　　　　８　監事は、経理及び業務の監督にあたり、総会に報告する。

　　　　　　　民法第５９条の職務を行う。

　　　　　９　会計は、会費の徴収、出納簿の整理、その他の経理にあたる。

第15条（役員会）

　　　　　１　役員会は当会の運営にあたる。

　　　　　２　役員会は総会から委任された事項及び総会に提出すべき議題を

　　　　　　　審議処理する。

　　　　　３　役員会は四半期に一回以上開催する。

　　　　　４　役員会の定数は、役員現在数の過半数とする。

　　　　　５　役員会は必要に応じ、各部会、委員会三役及び一般会員を

　　　　　　　召集することができる。

　　　　　６　役員会の議長は会長又は会長の指名した者がこれにあたる。

　　　　　７　役員会の議案可否同数の時は議長がこれを決する。

第四章　会　合

第16条（総会の種類及び招集）

　　　　　１　総会は通常総会と臨時総会の２種類とする。

　　　　　２　通常総会は原則として毎年４月に召集する。

　　　　　３　臨時総会は次に掲げる場合に召集する。

　　　　　　　１）会長が必要と認めた場合。

　　　　　　　２）会員の５分の１以上から会議の目的事項を示し、書面にて

　　　　　　　　　請求があった時。

　　　　　４　会長は第３項第２号の場合、請求があった日から３０日以内に

　　　　　　　臨時総会を招集しなければならない。必要と認めたとき開催す

　　　　　　　る。

　　　　　５　総会の議長は会長もしくは会長の指名した者がこれにあたる。

第１7条（総会の成立及び議事）

　　　　　１　総会は会員の２分の１以上の出席により成立する。書面及びオ

　　　　　　　ンライン上での委任もこれに含まれる。

　　　　　２　総会の議事は別に定めるものを除き、出席会員の過半数で決す

　　　　　　　る。尚、可否同数の場合は議長がこれを決する。

　　　　　３　総会において会員は、各１の議決権を有する。委任状による

　　　　　　　欠席議決権とも有効とする。

　　　　　４　総会の議事において事務局は議事録を作成し、議長及び出席会

　　　　　　　員の中から選任された議事録署名人２名以上が署名しなければ

　　　　　　　ならない。

第18条（総会決議事項）

　　　　　以下の事項は総会の議決を経る必要がある。

　　　　　１　会則の変更

　　　　　２　事業計画及び収支予算の決定及び変更

　　　　　３　事業報告及び収支決算の承認

　　　　　４　役員の選任及び解任

　　　　　５　規定、規則の設定、変更及び廃止

　　　　　６　損金の処理

　　　　　７　その他特に重要な事項

第五章　管　理

第19条（会則その他書類の開示）

　　　　　事務局は、会則、諸規定、総会議事録を当会ホームページ上で会員

　　　　　向けに開示する義務がある。

第20条（決算関係書類の提出）

　　　　　会長は総会に以下に掲げる書類を提出しその承認を求めなければな　

　　　　　らない。

　　　　　１　事業報告書

　　　　　２　収支決算書

　　　　　３　財産目録

　　　　　４　事業計画書

　　　　　５　収支予算書

第六章　事務局

第21条（事務局の設置）

　　　　　当会の事務を処理するために事務局（各支部事務局を含む）を置く

第22条（細則）

　　　　　事務局に関して必要な事項は役員会の議決を経て別に定める。

第七章　会　計

第23条（会計年度）

　　　　　当会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わ

　　　　　る。

第24条（収入）

　　　　　当会の経費は、入会金、会費、寄付金、補助金その他の収入を以っ

　　　　　て、これに当てる。

第25条（支出）

　　　　　収支予算書に基づき支出する。当会が必要とする経費が生じた場合

　　　　　役員会の承認を持って支出する。

第26条（財産の非請求権）

　　　　　会員は脱会し、または除名された場合も当会の財産に対し何等の請

　　　　　求権を有しない。

第27条（損金の補填）

　　　　　当会の運営及び事業において損金が発生した場合は、総会の承認を

　　　　　経て臨時会費の徴収によって補填する。

第28条（会計監査）

　　　　　会計は本会経理状況につき監事による会計監査を受け意見書を付し

　　　　　て総会において報告する。

第八章　会則の改正及び解散
第29条　（会則の改正）

　　　　　本会則は総会において総会員数の２分の１以上の同意を得なければ

　　　　　改正することができない。

第30条　（解散及び残余財産の処分）

　　　　　総会の決議に基づいて解散する場合は委任及び出席総会員数の４分

　　　　　の３以上の同意を得なければならない。解散の時に存在する残余財

　　　　　産の処分は総会において４分の３以上の同意を以って決定する。

（付　則）

第29条（会則の改正）

　　　　　１本会則は平成　４年１１月２２日より施行する。

　　　　　２本会則は平成　６年  ６月  ５日より改定とする。

　　　　　３本会則は平成１１年  ４月  １日より改定とする。

　　　　　４本会則は平成１３年　４月　８日より改定とする。

　　　　　５本会則は平成１５年　４月　１日より改定とする。

